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ごみ焼却施設の候補地選定方法（素案） 

１． 候補地選定調査の概要 

 

（１）選定方法 

 

①広域候補地区の選定（第１次選定） 

１次選定では、土地利用並びに自然環境保全規制の状況等の法規制により建設できな

い箇所、「ごみ焼却施設の移転候補地区を選定する際の基本条件」の項目の広域的条件を

考慮し反映した広域的な候補地区を選定する。また、施設の必要性についても整理、確

認する。 

選定の方法としては、「法規制により建設できない市街化区域（用途地域）」や、基本

条件の「②自然環境を保持するため」、「③生活環境を保全するため」、「⑥将来にわたっ

て土地利用が決まっている地区」の中から採用された条件を行政区域に重ねた広域ネガ

ティブマップを作成し、その重ね合わせにより候補地区ゾーン（半径 1km程度）（以下、

「広域候補地区」と呼称する。）を選定する。 

 

②狭域候補地区の選定（第２次選定） 

１次選定において選定された「広域候補地区」において、「ごみ焼却施設の移転候補地

区を選定する際の基本条件」の項目の狭域的条件、公共施設の立地及び現況の土地利用

状況をもとにして、自然災害の危険性、社会的基盤整備状況（道路、用水、排水、電力

等）を考慮した狭域的な候補地区を抽出する。 

選定の方法としては、狭域ネガティブマップとして、「現状の土地利用状況」及び基本

条件の「①300m以内の学校等の条件」、「④防災面での条件」から採用された条件による

マップを作成し、狭域ポジティブマップとして基本条件の「⑦・⑧の社会的基盤状況」

から採用された条件によるマップを作成し、その重ね合わせにより候補地区ゾーン（施

設規模により算出された概算必要面積を候補地区の中に確保可能か具体的な施設立地が

想定できる程度）（以下、「狭域候補地区」と呼称する。）を想定する。 

◎比較検討方針の決定 

  ２次選定終了後、３次選定前に移転建設用地の比較検討方針の決定を行う。 

 

③移転建設用地の選定（第３次選定） 

２次選定において選定された「狭域候補地区」において、広域的観点からは読み取る

ことのできない要素や狭い範囲での地域特性、将来の発展性を考慮するとともに、基本

条件の⑤収集運搬効率、収集運搬コストを考慮及び用地取得の容易さ等を考慮して、「狭

域候補地区」の比較検討を行い、移転建設用地を選定する。 

※注 

 
● ネガティブマップ（施設立地回避地図） 

・ 地図上に立地を回避すべき地域を示したもの。 

・ 自然環境条件、土地利用規制、現況土地利用などの観点から立地する

ことが望ましくない地域を示した地図。 
● ポジティブマップ（施設立地適地地図） 

・ 地図上に、立地を誘導すべき地域を示したもの。 

・ ごみ運搬コスト、幹線道路アクセス条件、インフラ整備状況、建設想

定敷地面積等から立地に適していると考えられる地域を示した地図。 
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（２）調査フロー 
前ページに記載した選定方法をフロー図にしたものを以下に示す。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①候補地区選定条件の整理 
選定フローの決定 

基本条件の採用時期の決定 

施設の必要性の整理 

②広域ネガティブマップの作成 
・各種土地利用規制図、広域的基本条 

件等を基に作成 

（縮尺 1/5 万～1/20 万程度の精度） 

法的条件の整理 

・基本条件②③⑥の項目の

採用の可否の決定 

・施設の必要性の整理 

③広域ネガティブマップの選定 
・広域候補地区の選定 

施設規模の算出 
処理方式の検討 

リサイクルセンターの検討 

委員会審査事項 調査フロー 

概算面積の算出 

・広域ネガティブマップの

審査、確認 

・候補地区ゾーンの抽出 

・施設規模の確認 

一
次
選
定

 

④狭域ネガティブマップの作成 
・候補地区の公共施設の立地、現在の土

地利用状況、狭域的基本条件等を基に

作成（縮尺 1/1 万～1/5 万程度の精度） 

・施設規模、概算面積の確認 

・処理方式の検討 

（リサイクルセンターの併設を

検討） 

・広域候補地区の選定 

二
次
選
定

 

⑤狭域ポジティブマップの作成 
・候補地区の社会的基盤状況、狭域的

基本条件等を基に作成（縮尺 1/1 万～

1/5 万程度の精度） 

⑥狭域ポジティブマップの選定 
・マップの重ね合わせによる具体的な施 

 設立地が想定できる程度の候補地を 

 抽出（縮尺 1/1 万～1/5 万程度の精度） 

・複数の狭域候補地区を選定 

・狭域ネガティブマップ・

ポジティブマップの審

査、確認 

・候補地区ゾーンの抽出 

・基本条件①④⑦⑧の項目

の採用の可否の決定 

・候補地区の委員の選任 

・狭域候補地区の選定 

・３次選定の評価項目の検討 

⑨候補地区の比較検討 
・狭い範囲での地域特性や将来の発展 

性、周辺の道路整備状況、余熱の有 

効利用等の観点から候補地区を比較 

・候補地区比較表の作成 

（具体的な確保可能な用地を入れて縮

尺～1/1 万程度の精度） 

⑧収集運搬効率・コストの算定 
・候補地区の収集運搬効率・収集運搬コ

ストを算出し（縮尺～1/1 万程度の精度）

⑩移転建設用地の選定 

・収集運搬の検討・審査 

・移転候補の比較案の審査 

・３次選定の評価の検討 

・移転建設用地の選定 

・選定理由の公表案の確認 

三
次
選
定

 
・比較検討方針の決定 ⑦比較検討方針の決   
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